










地方銀行と連携した「Ｊ－クレジット」販売

山陰（鳥取、島根）を拠点とする地方銀行２行と「Ｊ－クレジット」販売
コーディネート契約を締結。銀行が仲介した契約については、契約（販売）
金額の10％を手数料として支払い。→全国のモデル事例となっている。

◼ 内閣府 地方創生SDGs金融表彰
◼ 総務省 ふるさとづくり大賞
◼ NIKKEI脱炭素アワード （いずれも令和３年度受賞）







にちなん中国山地林業アカデミー概要
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≪にちなん中国山地林業アカデミーの特徴≫
・全国初の町立林業学校
→就職先を限定せず、日本の林業の担い手を育てる
・林業現場からの逆算で、必要な技術知識を学ぶ
・専従指導者による安全重視の実習指導
・演習林(668ha)で林業の経験値を上げる豊富な実習量
・森林教育の企画・実践

■定員10人 （１年制）
1期生 7人卒業 町内5人、県内0人、県外2人
2期生 7人卒業 町内4人、県内2人、県外1人
3期生 13人卒業 町内4人、県内4人、県外5人
4期生 12人入学（県外6人、県内6人）
※卒業後の居住（1-3期卒業生（27人））
鳥取県内在住→ 19人（うち、日南町在住13人）
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地元産材で作成した、木のおもちゃ・木製品をプレゼント



授業内容：間伐体験、林業算数（円柱の体積を測る）、林業機械操作体験、木材団地見学
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学校における森林教育授業状況～学習指導要領に沿った森林教育 ～







日南町公式HPにて全ての購入先企業を掲載

波及効果を生み出す仕組み（情報発信）
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廃材を活用した新産業 「寄木細工」 ＳＤＧｓをイメージしたバッジ

１７種類の木材を使用したＳＤＧｓバッジ

2019年に国からSDGs未来都市（全国30都市）に選定された日南町。
SDGsの理念を町内外に発信しようと、町内の寄木細工職人と連携して
17種類の木材（廃材）を使用したSDGsバッジを制作。
SDGsの目標である17のアイコンカラーを木材そのもの（無垢）で表現。
廃材を活用することで“バッジそのものがSDGs”である商品となった。
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廃材を活用した新産業 「寄木細工」 サクラクレパスコラボとのコラボ商品

サクラクレパスの創業者のまちをＰＲ
サクラクレパスの創業者である佐武林蔵は、日南町出身。
2021年、サクラクレパス社の創業100周年を記念し、同社と
日南町とのコラボ商品の制作を打診。
創業者・佐武林蔵生誕の地である日南町福栄地区の木材を
使用したオリジナルクレパスケースを制作した。




